
横浜市の家庭から出る生ごみ(年Pat約20万 トン)の中には、たくさんの食品が燃やす
ごみとして出されていて、青葉区は、このような晰珈躙鰈卜飩が横浜市の中でも
多い傾向にあるんだよ。
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●買い過ぎて食べきれなかったなりな颯 飩
●作:プすぎてしまつた料魃 べ綽墨靱
●野菜の皮を厚くむき過ぎた逼轟鶉
など、ぬ舅蝙炒蝙颯鐘粽 奮なでゃなけ魃颯だょ。
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‐|11.|‐τ 管聖 で
ごみとして出されている 呼 つかず食副 は、1人あたり僚ちゃんから
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●必要な分だけ買い物しょぅ
●食材は無駄なく使い切ろう
●料理は残さず食べよう
●賞味期限と消費期限を正しく理解

おいしく食べることができる期限
(比彎的保存がきく食べ物)

帝菫鑢鐵鑢をLぎたからとぃって、
すぐ爵こ欝べられなもヽと撼、ぅことで簿纂琴譲せん。

魃 、   

・

過ぎたら食べない方が良い期限
(長くは保存がきかない食べ物)

(■典)農林水産省ホームページの記載内容を一部加工

しよう
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:お問合せ】青葉区資源化縫画
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|‐載蟻:‐IC建築薙輿孵|||お1犠|み1解決|′)

生ごみ|の約30%は水分と言われて|‐

いま
―
す:0と手間でごみ減量イヒと環‐境負荷を軽減できる

『氷鐵呼‐』は、どなわお蟻雄轟決機動強亀‐鰺すよ   ■■‐・  |

ごみ出しは、重くてかなわん―・
ごみが軽くなり、
ごみ出しもラクラク♪

Ｏ

Ｏ
Ｏ

地球環境のために、

何かできないかな…・
ごみ焼却場の焼却効率があがり、

発電量が UP′

恭塑馳 ひと菫尭
■調理時の野菜の皮などは水にぬらさず、
ざるや新聞紙に入れて直接捨てましょう

`

塵分にあらた方法を
見つけることが
長続きのコツだよノ

。お茶がらやテイァバッグな|どはヽ  |
.しばって置いてぉくだけで乾きます

`

,ビニール袋で生ごみをつかんでしばると、

手を汚さずそのまま捨てられます: |

～「あおば区民文庫ボックスJで読警推進と紙資源の有効活用をしましょうで


